
泌尿器科

診療科の概要と対象疾患
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医師名 役職 専門分野/認定・専門等 卒業年次
院⾧補佐 専門分野 : 泌尿器感染症、泌尿器癌 平成3年
 部　⾧ 医学博士

感染症科 日本泌尿器科学会認定専門医・指導医
　　部⾧ インフェクションコントロールドクター（ＩＣＤ）

日本がん治療認定医機構認定がん治療認定医
日本感染症学会認定感染症指導医
日本泌尿器内視鏡
　　　・ロボティクス学会認定泌尿器腹腔鏡技術認定医
日本内視鏡外科学会認定泌尿器腹腔鏡技術認定医

堀田
ほ っ た

　裕
ひろし

現在４人の常勤医で診療を行っています。泌尿器科で扱っている疾患は、泌尿器癌、尿路結石、
尿路感染症、前立腺肥大症や過活動膀胱といった排尿障害などです。

・泌尿器癌には膀胱癌、前立腺癌、腎盂・尿管癌、腎癌、精巣腫瘍、陰茎癌などがあり、それぞ
れの疾患について診断から治療まで、各種ガイドラインに基づいた標準的治療を行うことを心
がけています。当科には泌尿器腹腔鏡技術認定医が在籍しており、前立腺癌、腎癌、膀胱癌、
腎盂・尿管癌、副腎腫瘍に対して腹腔鏡手術を行っています。また、膀胱癌に対して尿路変更
を行った方には、皮膚・排泄ケア認定看護師と協力してストーマケアをサポートしています。

・前立腺全摘除術、腎部分切除術、腎尿管全摘除術、膀胱全摘除術はロボット支援手術で行ってい
ます。

・転移がある腎癌、膀胱癌、腎盂・尿管癌に対しては、抗癌剤、分子標的薬、免疫チェックポイ
ント阻害薬による治療を行っています。

・リスクの高い前立腺癌に対しては、新規のホルモン治療薬や抗癌剤による治療を行なっています。

・尿路結石に対しては、レーザーと軟性腎盂尿管鏡を用いた経尿道的手術や、経皮的手術と経尿
道的手術を同時に行う手術で、最終的に結石をゼロにすることを目標に治療しています。

・尿路感染症は、外来で治療する膀胱炎や入院治療の必要な急性腎盂腎炎、急性前立腺炎などに
対して、血液培養や尿培養による起因菌の同定と適切な抗菌薬使用を心がけています。

・排尿障害に対しては、膀胱機能検査や排尿機能検査、前立腺エコーなどを行って、患者さんの
病態に適した治療を選択しています。また低侵襲の前立腺肥大症手術を今後開始する予定です。
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診療予定表 （午前8:00～11:00）

診療部⾧よりひとこと
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月 火 水 木 金
午前 堀 田 宮 本 堀 田 宮 本 田 端

医師名 役職 専門分野/認定・専門等 卒業年次
専門分野 : 泌尿器科全般・腹腔鏡・ロボット支援手術 平成15年
日本泌尿器科学会専門医・指導医
日本がん治療認定医機構認定がん治療認定医
日本泌尿器内視鏡学会認定泌尿器腹腔鏡技術認定医
日本内視鏡外科学会泌尿器腹腔鏡技術認定医
da Vinci Surgical System Certificate ドクター
　　　　　　　　　　（泌尿器科ロボット支援手術）
専門分野 : 泌尿器癌、腹腔鏡・ロボット手術 平成19年
日本泌尿器科学会専門医・指導医
日本泌尿器科学会
　　　/日本泌尿器内視鏡学会泌尿器腹腔鏡技術認定医
日本がん治療認定医機構がん治療認定医
札幌医科大学大学院医学研究科博士学位
泌尿器ロボット支援手術プロクター(前立腺全摘)

中山
なかやま

　奨
しょう 医　師 専門分野 : 泌尿器科一般 平成29年

副部⾧田畑
た ば た

　秀敏
ひでとし

宮本
みやもと

　慎太郎
しん た ろ う

部　⾧

ロボット支援手術が開始になり症例数が増加しています。抗癌剤治療も増加しており、限られ
た外来枠の中で治療の必要な方へ労力を集中するため、状態の落ち着いた方は積極的に地域の医
療機関へ紹介しております。役割分担を行うことで、必要な時に必要な医療を提供できることを
目指しております。お困りの際にはいつでもご紹介いただきますよう、今後ともよろしくお願い
いたします。


